
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標    【 志を持って学ぶ たくましい 心と体の東中生 】 
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杉原千畝 命のビザ 
 

校長 石田 賢一 

例年よりも１週間長かった夏休みも終了し、１年間で一番長い２学期が始まりました。２学期は、修学旅行や新人体育大会、合唱祭

や林間学校など多くの行事が行われます。東中学校では一つ一つの行事を大切にし、生徒が成長する場として実施してまいります。

また、８月最終週に教職員で学校の安全点検を実施し、生徒が安全・安心して学校生活が送れるように準備しました。 

今年は太平洋戦争が終結して80年目となりました。８月６日には広島市で、８月９日には長崎市で原爆の犠牲者を追悼する平和

祈念式典が開催されました。また、８月１５日には終戦の日を迎え、甲子園で行われた全国高校野球選手権では第２試合のプレーボ

ール前に戦没者への黙とうが行われた。これは、1945年（昭和20年）８月１５日の正午に昭和天皇がラジオ放送を通じて国民に戦

争の終結について発表したことが由来となっています。 

日本は、昭和20年以来80年もの間、戦争を経験していません。戦後に誕生した日本国憲法には三大原則の一つに平和主義が

掲げられ、第９条に戦争放棄が明記されていることが大きな要因であると考えます。それとともに戦争の悲惨さを経験した当時の

日本人一人一人が、自分達やその子供や孫が同じ体験をしない世の中を作っていこうと頑張ってきた成果だと思います。この平和

な日本を継続していくための人材育成が学校に課された大きな使命と考えています。 

さて、皆さんは杉原千畝という外交官をご存知でしょうか。８月１１日に、彼を主人公とした映画「杉原千畝 スギハラチウネ」（主演：

唐沢寿明）がＮＨＫのＢＳで放送されました。 

杉原千畝（すぎはら ちうね）は、1900年（明治33年）に岐阜県で生まれました。彼は第二次世界大戦中、約6,000人のユダヤ

人をナチスから救った日本の外交官です。 

杉原は、1939年（昭和 14年）にリトアニア共和国の在カウナス日本領事館の領事代理として赴任しました。当時のヨーロッパで

はナチスドイツが台頭しており、ユダヤ人が迫害を受けていました。そのような中、多くのユダヤ人がナチスの迫害から逃れるため、

アメリカへの避難を望んでいました。ヨーロッパからアメリカへ行くには、ソ連のシベリア鉄道を使い、日本を経由するのが一番安全

と考えられていました。 

そこで、多くのユダヤ人が日本を通過するためのビザ（査証）をもとめて、カウナスの日本領事館に集まりました。日本政府に確認

したところ、政府からはビザの発給には前向きな返事はなかったのですが、独断で杉原は「命のビザ」をユダヤ人に発行し、多くの家

族を助けました。リトアニアがソ連へ併合されたために日本領事館が閉鎖され、リトアニアを離れなければならない１カ月強の期間に

杉原は2,000枚以上のビザを発給しました。 

当時、日本政府の命令に従わない選択は非常に勇気が必要でしたが、杉原は人の命を最優先に考えました。杉原の行動によって

助かったユダヤ人の子孫は今では何十万人にもなるそうです。 

日本政府に逆らうことで、外交官としてのキャリアが終わってしまうかもしれない困難な状況でも、杉原千畝の目の前の困ってい

る人間を救うという「人道第一」の考えは、現代においても、とても大切なことだと考えます。80 年続いた日本の平和を今後も継続

していくためには、日本だけ良ければという考えでなく、世界的視野に立って考え、行動することが重要です。 

東中学校では、総合的な学習の時間（ＧＣＥ）を通して日本だけでなく、グローバルな視点で考えることができる生徒を育成し、世

界平和のために主体的に活躍することができる人材となるための基礎を育てていきたいと考えています。 

 

 

※９月１日現在の予定です。やむを得ず変更になる場合もあります。御了承ください。 


